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論  文  内  容  の  要  旨 
 
【背景/目的】高線量の放射線は有害であり癌を誘発する可能性があるが、低線量放射線(≦200 
mGy)の影響は依然として議論の対象となっている。直線閾値無し (linear no-threshold, LNT)
理論は、長らく放射線量と有害事象の関係に適用されてきたが、一部の研究者はこの理論の信頼
性を疑っている。低線量放射線がホルミシス効果（有益な刺激作用）をもたらす現象については、








響を検討した。ヒト唾液腺細胞を、超低線量 (4.3 mSv/h)または低線量 (27 mSv/h)放射線放出シ
ート上または放射性物質を含まないアクリル板上で培養した。実験 1 と 2 では、3 群の細胞増殖
率（総細胞数）とコロニー形成率を、培養開始後 6週間、1または 2週間おきに比較した。実験 3
では、超低線量と低線量シート上で培養した HSG 細胞の 2～8 Gy 照射後の生存率を、2、4、6 週




～4 週間の時点での照射後の細胞生存率は、すべて対照群より高かった(P < 0.01)。したがって
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率、コロニー試験による放射線感受性およびγH2AX を指標とする DNA 二本鎖切断修復に及ぼす影
響を検討した。ヒト唾液腺細胞を、超低線量 (4.3 mSv/h)または低線量 (27 mSv/h)放射線放出シ
ート上または放射性物質を含まないアクリル板上で培養した。実験 1 と 2 では、3 群の細胞増殖
率（総細胞数）とコロニー形成率を、培養開始後 6 週間、1 または 2 週間おきに比較した。実験 3
では、超低線量と低線量シート上で培養した HSG 細胞の 2～8 Gy 照射後の生存率を、2、4、6 週
目に対照群と比較した。実験 4 では、培養開始 4 週間後、2 Gy 照射した HSG 細胞に免疫染色を行
い、γH2AX の経時的変化を観察し分析した。 
【結果】超低線量または低線量シートを使用した場合と使用しない場合では、細胞増殖率とコロ
ニー形成率に有意差はなかった。超低線量シート群の培養開始後 2～6 週間と低線量シート群の 2
～4 週間の時点での照射後の細胞生存率は、すべて対照群より高かった(P < 0.01)。したがって
放射線適応応答が観察された。実験 4 では、照射後 1 および 6 時間では、DNA 二本鎖切断は低線
量シート群のほうが非照射対照群より有意に多く見られた。しかし照射後 24 時間では、照射前に






材料の放射性物質の性質や DNA 損傷に対する他の検証方法など計 7 項目、第二副査の飯田教授よ





  論文審査担当者 主査 高橋 智  副査 稲垣 宏、飯田 真介 
 
 
